
カムカムマリコ

林　真理子

マスコットキャラクター
「TO ーマン」と「ライちゃん」

　「明日でき

ることは、明

日やろう」名

言を信じて、

私は今日まで

生きてきた。五木寛之90

歳を支える言葉。作家・

五木寛之が日々を生きる

中で大きな支えになった

言葉を選び、感想を綴

る。

　全部楽しみ

尽くすのがマ

リコの流儀。

オ リ ン ピ ッ

ク、総選挙な

どについて綴る他、歴史

学者・磯田道史との対談

も収録。同一雑誌でのエ

ッセイ最多掲載回数でギ

ネス記録を達成した『週

刊文春』連載第33弾！

油絵は謎をささやく
アルツ村
石原慎太郎と日本の青春
引力の欠落
彼女が知らない隣人たち
月曜日は水玉の犬
コールセンターもしもし日記
シェア
漆花ひとつ
心心
人面島
たとえ世界を敵に回しても
趙雲伝
長寿の体幹トレーニング
月の王
燕は戻ってこない
図書室のはこぶね
夏の体温
菜の花の道
遺す言葉
博士の長靴
白銀騎士団
花屋さんが言うことには
花嫁、街道を行く
母子草の記憶
春のこわいもの
人でなしの櫻
古本食堂
弊社は買収されました！
幸村を討て

かあさんうさぎと金のくつ
かみはこんなにくちゃくちゃだけど
香君　上・下
少年のための少年法入門
小学生の何でもお悩み相談室
たんぽぽのちいさいたねこちゃん
続ける力
のいちごつみ
パンダのんびりたいそう
ボランティアたちの物語
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当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/
●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（11／３を除く）

　　　　  　特別整理期間

●開館時間　９時30分～ 17時15分（木曜日は11時～ 19時）

　「私の暴走にどうぞ

お付き合いください」

不正隠蔽の犠牲とな

った父親の復讐を果

たすため、ＣＩＡエー

ジェントとなった男

が、日米両政府を巧み

に欺き、日本国民の仇

を取る！諦めに満ち

た日本で、サーカスの

幕が上がる一大エン

ターテインメント巨

編。『北海道新聞』等連

載作品。

パンとサーカス

島田　雅彦

折れない言葉

五木　寛之

ピックアップ！今月の３冊

新 　刊 　書

新刊児童図書

　現在、世界が戦火による悲しみに包まれている中、今月は平和について

向き合うための図書を紹介します。

　戦争の悲劇を綴った名作として『アンネの日記』、『窓ぎわのトットちゃ
ん』、『夜と霧』、『はだしのゲン』、『ガラスのうさぎ』などが数多くありま

すが、近年もこうした図書は次々と発表されています。一般書では『沖縄
戦 75年』シリーズ、『女たちのシベリア抑留』、『少女たちの戦争』、児童

書では『流れる星は生きている』、『プーさんの戦争』、『一つの花　ヒロシ
マの歌』、『ナガサキの命』、コミックでは『漫画家たちの戦争』シリーズ

があります。

　また、ウクライナに関係する図書には名作絵本『てぶくろ』（ウクライ

ナ民話）の他、チェルノブイリ原発についての図書『ナターシャ』、『あし
たは晴れた空の下で』などがあります。

　最後に今年の本屋大賞を受賞した『同志少女よ、敵を撃て』はくしくも

第２次世界大戦時の独ソ戦を舞台にした作品です。作者の逢坂冬馬さんは

この本は、最悪な形で同時代性を背負ってしまったこと、この本が自分自

身に目を向けるきっかけになればと受賞後に語っていました。なお、逢坂

さんはこの本の印税の一部を難民支援に寄付しています。

一日も早い平和を願って

　今年の３月、日本を代表する推理作家の一人であり、『十津川警部』や『左
文字進』の生みの親である西村京太郎さんが 91歳で旅立たれました。

　陸軍幼年学校在学中に終戦を迎えた西村さんは、1961 年に小説家デ

ビューしました。日本におけるトラベルミステリーの先駆者のイメージが

強い西村さんですが、当初は社会派推理小説や、スパイ小説、時代小説も

手がけていたこともありました。亡くなるまでに手掛けた作品は 600冊以

上に上ります。

　また、西村さんへファンレターを送ったことで交流が始まった推理作家

の山村美紗さんとは家族ぐるみの付き合いで知られ、山村さんの急逝後に

未完の小説を引き継いで完結させました。なお、本名は矢島喜八郎。

その他在館本：『華の棺』、『京都駅０番ホームの危険な乗客たち』他

西
にしむら

村　京
きょうたろう

太郎（1930～2022）
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